
4月 25日 桜とは 

桜のもつ霊力と御所の桜 

5月 23日 魂とは 

人はどこから来て、どこへ行くのか 

6月 27日 神とは 

神その恐れ多いもの 

7月 25日 七夕とは  

七夕は何を祀る祭りなのか 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈開催日時〉 毎月第４金曜日午後８時～９時 30 分(後半 30 分は質疑応答) 

〈主 催〉  日光安らぎの家 光のしずく ※開催日翌日に配信する録画視聴のみ可能 

〈受講料〉  一回 2,000 円 (録画のみも同料金) ※単回でのご参加も可能 

〈お申込み先〉nikkohikarinoshizuku.com (光のしずくホームページ)  

〈お問合せ〉 hitomi@nikkohikarinoshizuku.com 又は電話 080-9343-1188 まで 

〈支払方法〉 ゆうちょ銀行振込もしくは PayPal 決済にて 

      美しき日本復興チャンネル  オンライン講座 

令和 7 年度 毎月 第 4金曜日 清風情報工科学院 校長 平岡 憲人先生 

 

8月 22日 鏡とは 

鏡はなぜ神社の御神体なのか 

9月 26日 鳥居とは 

神社の入口にある鳥居の役割は 

10月 24日 大黒柱とは 

なぜ家の中心の柱を大黒柱と呼ぶのか 

11月 28日 陰陽五行とは 

陰陽五行は中国思想なのか 

12月 26日 成仏とは 

仏になるには 

1月 23日(2026年) 大和とは  

なぜ我々は大和の民なのか 

2月 27日 暦とは 

祭祀は旧暦に戻そう 

3月 27日 ひな祭りとは 

ひな祭りは何を祀る祭りなのか 

お申込み 

ＱＲコード 

 

日本を思い出す３つの柱 歴史・言葉・和の精神  
) 

 

今何故縄文時代から学ぶのか 

封印されてきた真実 

平岡 憲人(ひらおか のりと)先生  

大阪府生まれ。1985年清風高校卒業。1990 年東京大学工学部卒業。

1997年東京大学大学院工学系研究科修了。博士(工学)。 

都市計画事務所勤務などを経て、2001年清風明育社専務理事、清風

情報工科学院副校長、2010年清風明育社専務理事、清風情報工科学

院校長。教育・学校経営と平行して、記紀の原書ヲシテ文献を通じ

我が国古来の言葉と思想を研究。大和言葉がヲシテという文字で解

けると発見し、「よみがえる日本語」（明治書院、2008年）を発表。

ＩＴのかたわら楠木正成ゆかりの地で農業をたしなみつつ、大和の

心を探っている。 

 
 

 

縄文時代の真髄を表す「ナガサキ」。わたしよりあなたの幸いを祈りますという、古代人

の生き方を表現した言葉。相手を思いやるという、世界に類をみない精神、和の心が「美

しき日本」復興の鍵となるという、平岡憲人先生の揺るぎない思いを、光のしずくにご登

壇頂いて 3 年目を迎える令和 7 年度、更なる形で皆さまにお伝えしてまいります。 

お講座では、大切なキーワードを元に古代の叡智に触れ、現実に起きている諸問題につい

て大局的な観点でのご考察解説を頂き、日本人としてのしっかりとした背骨を作ってまい

ります。平岡憲人先生の新講座、是非ご期待下さい。一か月間ご視聴可能なアーカイブ録

画にて繰返し学べます。内容は、講義 1 時間、質疑応答 30 分(延長在り)  

アーカイブ録画にてご参加の方でご質問がある場合は 

翌月の会にて平岡先生に伺います。 

※ヲシテ文献 初級講座 オンデマンド配信受講可能 

 「美しき日本復興チャンネル」をご覧ください 

ヲシテ文献  

まとかなるやまとことは 

ハイブリッド講座 

 

mailto:hitomi@nikkohikarinoshizuku.com

